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要 約

2011年は，長野県でツキノワグマが大量出没した2006年および2010年と異なり，目撃件数・人身事故件

数・捕獲数は平常年並であった。しかし，山ノ内町では10月に１頭のオスのツキノワグマが４人に被害を与

えるという人身事故が発生した。人身事故をきちんと検証することは，被害軽減，防止に向けて必要不可欠

である。そこで，今回の人身事故について聞き取り・現場検証・加害個体の年齢や安定同位体比による食性

などを調査した。その結果，当該個体は山の自然の中で生活していたが，高齢になって体が弱り，河川に

沿って人里まで下りてきた可能性が考えられる。その際に，偶然に散歩中の人と出会ってしまったために人

身事故に至り，それをきっかけにパニック状態になって住宅地に入り込み，さらに被害を拡大してしまった

と推測される。
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はじめに

長野県下高井郡山ノ内町で，2011年10月21日の早

朝に１頭のツキノワグマ（Ursus thibetanus，以下

クマとする）が住宅地に出没して，合計４人が負傷

する人身事故が起きた。長野県では，2006年と2010

年にクマの大量出没が起きて，目撃件数・人身被害

件数・捕獲数が平常年よりも顕著に多かったが，

2011年はいずれも平常年並で推移していた 。長野

県による堅果類の豊凶調査でも，2011年はナラ類が

概して並作で，ブナは豊作の傾向にあり，秋期とし

ては山で一定の餌が確保されていたと考えられる。

それにも関わらず，この時期に人里にクマが出没し

て人身事故が起きたことは，非常に特異な事例とい

える。

長野県の統計資料によると，クマによる人身事故

は2000年前後から増える傾向にあり，ここ10年

（2002～2011年）の年間の平均人身事故件数は8.7

件（３～16件）であった。2006年と2010年の大量出

没年は，人身事故件数はそれぞれ16件と14件で，人

家周辺や農地での件数が増えたために平常年より多

く，人里周辺への出没が多かったと考えられる。堅

果類の豊凶調査では，2006年は全県的に凶作，2010

年は平常年よりも凶作の地域が多いとされ，秋以降

の人里への出没が多かった。一方，平常年は秋にな

ると堅果類が実るために，10月以降は人里への出没

が顕著に少なくなる。

ところが，2011年は人身事故が８月までに３件で

少なめに推移していたが，最後の４件目として10月

の山ノ内町での事故が起きた。しかも，事故現場は

最も近い山裾の山林から約1.5㎞離れた住宅地で

あった。山ノ内町は志賀高原を抱える自然豊かな地

域で，山ノ内町を含む北信地域はクマの生息密度も

高いために ，トウモロコシ・モモ・ブドウ・リン

ゴなどの農作物被害も多い。しかし，今回の事故が

起きたのは，これまで周辺でクマの被害や目撃など

がまったくなかった湯田中温泉郷に近い住宅地で

あった。

クマの場合は，農林業被害に加えて人里への出没

そのものが脅威となり，人身事故が起きれば，地域

へ与えるインパクトは深刻なものとなる。このため，

クマによる人身事故対策の確立は緊急の課題であり，
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なぜ人里に出没したのか，どのような状況で出没し

たのかなど，出没の原因や個体の状況を探ることは，

被害の軽減，防止のために必要不可欠である。例え

ば，2009年９月19日に乗鞍岳畳平で10人が負傷した

クマの人身事故では，事故の発生状況やクマの年齢，

安定同位体比による食性など詳細な調査が行われた。

その結果，通常の生息地で自然に生活していたクマ

が，偶発的に観光地に出てしまってパニックになり，

事故につながったことが判明している 。このよ

うな事例をファイリングすることは，クマの保護管

理を考えるうえで欠くことができない。

そこで，本研究では，今回の山ノ内での人身事故

が特異な事例であることをふまえ，詳細な事故検証

を行い，今後の事故防止に役立てることを目的とし

た。

方 法

事故の概況については，長野県の行政資料や新聞

記事を参考にした。また，事故の11日後である11月

１日に，最初の被害者の聞き取り調査をその自宅で

行うとともに，被害現場の周辺の状況を検分した。

また，山ノ内町及び長野県北信地方事務所を介し

て猟友会に当該個体の頭部の採取をお願いし，歯に

よる年齢査定を行うとともに，頭骨標本を作製した

（長野県環境保全研究所に保管し，標本番号は

2011-17）。年齢査定は，上顎の右第１小臼歯を使用

し，40μの歯の切片を作成して染色し，セメント質

の年輪を数えることで行った。

さらに，体毛の炭素・窒素安定同位体比を測定し

て食性解析を行った。動物組織の炭素安定同体比

（δ C）と窒素安定同位体比（δ N）は餌の値を

反映することが知られている 。δ C値は初期生

産者（陸上か海洋か，C植物系かC植物系か）の

値を反映するため食物連鎖の出発点の推定に用いら

れ，δ N値は食物連鎖に従って濃縮されることか

ら栄養段階の推定に用いられる。胃内容物や糞を用

いる従来の食性解析を補足する方法としても注目さ

れ，これまで多数の研究が行われている 。安定

同位体比を用いたツキノワグマの食性解析は，本来

の生息地である山の動植物（C植物系）と，里の農

作物であるトウモロコシ（C植物）や残飯等の人間

の食物（C植物系とC植物系，海洋起源が混合）

が異なる同位体比をもつことを利用して，ツキノワ

グマ捕獲個体と被害との関連性を検討する研究など

が行われている 。ただし，少量の摂取では食

物が体組織に反映されない場合や，被害作物が山の

動植物と同様の値を示す場合などは，その検出は困

難である 。

体毛は蒸留水とFolch液（メタノール：クロロ

ホルム＝1：2）で洗浄，乾燥後，数十本を束にして

生え際から毛先に向かって５㎜ずつに細断し各細断

区分ずつ0.5㎎程度錫カップに量りとったものを試

料とした（Growth section analysis11），以下，

GSAと略称）。

試料は，元素分析計（Flash 2000，Thermo Fi-

sher Scientific）を接続した質量分析計（Delta V，

Thermo Fisher Scientific）にて炭素安定同位体比

（δ C）・窒素安定同位体比（δ N）を測定した。

測定誤差はδ Cが±0.1% （SD），δ N が±

0.2% （SD）であった。安定同位体比は，標準物

質の安定同位体比からのズレを千分率で示すδ（デ

ルタ）値で定義され，以下の式で表現する。

δ C，δ N＝（R試料/R標準物質－１）×1000

R＝ C/ C， N/ N

炭素安定同位体比は海水中のHCO とほぼ同じ同

位体組成をもつ炭酸カルシウム（PDB），窒素安定

同位体比は大気中の窒素ガスを標準物質としている。

結果と考察

人身事故の概況

行政資料および新聞記事（2011年10月21日付け信

濃毎日新聞夕刊）を参考に，今回の人身事故の概況

を以下に述べる。

今回の事故は，山ノ内町佐野および平穏の夜間瀬

川（川幅約90ⅿ）付近で発生した。まず，早朝５時

40分頃に川沿いの土手の道路を散歩中の男性A（66

歳）がクマと遭遇して頭に軽傷を負った。クマは夜

間瀬川を横断して対岸の住宅地に入り，川から約

200ⅿの地点で，６時頃に庭木の手入れをしていた

男性B（81歳）が襲われて手の骨を折るなどの重傷

を負った。騒ぎを聞いて隣家の親子である男性C

（68歳）と男性D（40歳）が自宅を出て，助けに

入った。男性Dが大声を出したところ，クマが突

進してきて立ち上がったので，左手でクマの首筋を

つかみ右手で鼻を殴るなどした。覆い被さってきた

ので，腹を蹴り上げたところクマが離れたので，近

くにあっ たで切りつけ，男性Cもスコップで

殴りつけた。その後，２人で家の中に追い立てて玄

関の鍵をかけた。男性Dは家に残ってつるはしで

後頭部を２度ほど殴ったところ，クマはぐったりし

た。助けに入った際に，男性Cは腕などを咬まれ，

男性Dは右手で殴った際に牙で切り傷を負ったが，
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いずれも軽傷だった。７時15分頃に猟友会が，縁側

の端にうずくまっているクマを外から射殺した。

当該個体は，捕獲報告書によると，オス，体長

160㎝，体高70㎝，体重80㎏（推定），７～８歳（推

定）とのことが記録されている。ただし，実際の年

齢は，後述するようにはるかに高かった。なお，特

に痩せている様子はなく，胃の中には堅果類など山

の実が入っていたとのことである。

聞き取りと現場検証による状況

最初の被害者である男性Aの聞き取り調査と周

辺の現場検証により，第1現場の事故の発生状況に

ついて，以下のことが判明した。

男性Aは，当日の午前５時40分頃，夜間瀬川左

岸に沿った土手の道路を下流方向に向かって散歩し

ていた。当日の長野県の日の出時刻は５時59分であ

りまわりはまだ薄暗い状況であった。土手の道の右

手は数ⅿ下がったところにもう１本の道路があり，

さらにその下が河川敷である。左手は事務所や整備

工場とその資材置き場があり，その先に幅15ⅿほど

の畑とその所有者の住宅が続いていた。道路に沿っ

て畑の一部から住宅にかけて高さ２ⅿほどの生け垣

があり，その生け垣の内側にクマがいたようである。

被害者は５ⅿほど手前で気がついたが，イヌだと

思ってそのまま歩いていたところ，襲ってきた。ク

マは立ち上がって咬もうとし，そのまま被害者と一

緒に土手から川側へ落ちた後，クマは河川敷へ逃げ

たとのことである。その後，クマは夜間瀬川を渡っ

て右岸に上がり，住宅街に入って午前６時に頃に次

の人身事故を起こしたと考えられる。

クマがいたと思われる場所のそばには，高さ10㎝

ほどの板で囲われた２ⅿ四方程度の野菜くず捨て場

やドラム缶を利用したゴミ焼き場が設置されていた。

また，畑の端と住宅の裏手（川から反対側）にミツ

バチの巣箱がそれぞれ１箱設置されていた。さらに，

この住宅から30ⅿほど先（下流側）にはリンゴ畑が

続いている。また，住宅の手前（上流側）約150ⅿ

にはコイを中心とした養魚場があった。ただし，何

十年にもわたってこの周辺でクマが出没したことは

なく，ハチ箱やリンゴ，養魚場の被害もまったくな

かったとのことである。野菜くず捨て場やゴミ焼き

場にはクマを誘引するようなものはなかったが，放

浪してきたクマが一時的に惹きつけられた可能性は

あるかもしれない。

クマの年齢と頭骨の状態

当該個体の年齢は22歳で，野生のクマとしてはか

なり高齢であった。

上顎の歯は，右側は第３小臼歯・第１大臼歯が，

左側は第１切歯・第１～３小臼歯・第１大臼歯が欠

損していた。下顎の歯は，すべての切歯と小臼歯お

よび第１大臼歯が欠損していた。欠損していた歯は，

上顎の第1切歯を除いて，すべての歯根部の穴がほ

とんどまたは完全に消失しており，歯が欠損してか

ら長い期間がたっていることが推測された。残され

た歯はすべて咬耗がはげしく，臼歯は外縁部を残し

てすべての咬頭が完全に摩耗していた。また，頭骨

の縫合線も完全に癒着してほぼ消失しており，高齢

であることを示していた。

なお，犬歯は歯冠部の高さが，上顎右が12㎜，上

顎左が18㎜，下顎左右が６～７㎜で，丸く残される

程度にすり減っていた。同程度の年齢のクマでは犬

歯の形が残されており，当該個体はすべての犬歯が

折れたあとに咬耗したと考えられる。下顎切歯や小

臼歯が欠損していることを考え合わせると，過去に

檻で捕獲されて格子を咬んで歯が折れ，その後に放

獣された可能性が高い。

安定同位体比分析

当該個体の体毛の炭素・窒素安定同位体比分析結

果を図２に示した。当該個体のδ N値は1.9～3.0，

δ C値は－23.3～－22.8 の値を示した。体毛の

成長期間を通じて，δ N・δ C値共にほとんど変

化は見られなかった。

食物源との関係をみても，当該個体の体毛は，体

毛の成長期間を通じて，山の動植物に近いδ N・

δ C値を示し，特異なパターンは見られなかった。

この分布範囲は，通常の，山で生息している個体の
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図１．人身事故第１現場の概況。×は事故現場，←は被

害者（男性A）が歩いていた方向，●はハチ箱を

示す。
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分布範囲内 であり，人里で残飯等に依存していた

個体（日本人の毛髪（残飯の指標）に近い範囲に分

布）やトウモロコシ畑に依存した個体（C植物に近

い範囲に分布）とは異なるGSAパターンであっ

た 。以上のことから，当該個体は体毛の成長期間

を通じて，山の動植物を食べて生息していたと推定

される。ただし，現場はリンゴの産地であり，リン

ゴは山の植物と同じC植物であるため，同位体分

析のみからではリンゴを摂取したかを検出すること

は困難である。しかし，残飯やトウモロコシ，トウ

モロコシが含まれる家畜飼料等に依存した形跡は見

られなかったこと，および胃内容物にリンゴが含ま

れなかったことから，そうした人間が関与した食べ

物に誘引されて出没した可能性は低いと考えられる。

クマが出没した要因と対策

今回の現場検証，年齢査定，安定同位体比による

食性調査から，当該個体は山の自然の中で生活して

いたが，高齢になって体が弱り，河川に沿って人里

まで下りてきた可能性が考えられる。人を避けてま

だ薄暗い早朝に行動していたが，偶然に散歩中の人

と出会ってしまったために人身事故に至り，それを

きっかけにパニック状態になって住宅地に入り込み，

さらに被害を拡大してしまったと推測される。

なお，今回のクマは過去に捕獲され放獣された可

能性が高い。しかし，その後，ほとんど寿命に近い

までに生き延び，しかもおそらく人里の餌には依存

していない可能性を考えると，放獣後は人里に近づ

かなかったことが推測される。山ノ内町は2003年か

ら2006年にかけて年間10頭前後の学習放獣を行って

おり，今回のクマはその際に捕獲された可能性も否

定できない。捕獲報告書によると，2004年以降の山

ノ内町での学習放獣はすべての個体に耳タグが装着

された記録があるが，2003年は装着の記録がなく，

耳タグは装着されなかったようである。当該個体に

は耳タグが着けられた形跡はなかったので，たとえ

山ノ内町で捕獲されたとしても2003年以前と考えら

れる。

クマの良好な生息環境が背景にある地域では，個

体数調整（有害鳥獣駆除）によって人里への出没を

防止することは難しく，山ノ内町のようにクマの生

息密度が高い地域ではなおさらのことである。クマ

の人里への出没対策は，むしろ，クマを誘引する原

因を取り除くことが効果的である。たとえ出没が少

ない平常年であっても，トウモロコシなどクマが好

む農作物は電気柵で防除し，廃果や残飯などの適切

な管理が必要であり，さらに大量出没時には，それ

以上に気をつけなければ予想外の被害が起きる可能

性がある。このようなクマを人里に誘引しない対策

や万一クマに遭遇した場合の対応についての普及啓

発が必要であり，地域全体で対策に取り組んでいく

必要があるだろう。ただし，今回の人身事故では，

クマが高齢で体が弱ったために人里まで下りてし

まった可能性があり，これらの対策が適正に行われ

ていたとしても，避けることができなかったかもし

れない。

今後は，これまでクマが出没していなかった地域

でも，クマの生息地が近い場合には，クマが出没し

た兆候がないかを地域ぐるみで常に監視する必要が
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図２．体毛に記録された当該個体の炭素・窒素安定同位

体比の変化。左の縦軸がδ N値（◇）を示し，右

の縦軸はδ C値（●）を示す。横軸は体毛の毛根

からの距離（㎜）を示す。ツキノワグマの体毛は６

月頃に生え始め，比 的コンスタントに成長し，10

月末に成長を終えることから，毛先部分は春の食性

を反映し，毛根側は秋の食性を反映する。

図３．当該個体とその食物源の炭素・窒素安定同位体比

分布。食物源および山のみで生息している個体，里

で残飯やトウモロコシ等に依存した個体の分布範囲

はNakashita 2006を改変して引用。
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ある。また，クマが出没する可能性があることを住

民が常に認識し，もし出会った場合でも落ち着いて

行動することにより，クマを刺激することを避ける

ことが重要であることを，今回の特異な事例の教訓

としたい。
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Summary
 

An Asiatic black bear attacked on 4 humans in Yamanouchi town,northern Nagano,on October 19,

2011,although the annual numbers of witness of bears,bear attacks on humans and culling bears were
 

estimated average,not compared with the bear rushed years,2006 and 2010 in Nagano Prefecture.We
 

investigated causes of the accident with methods of hearing the first sufferer,accidental site survey,age
 

estimation and feeding habit analysis by stable isotopes. The attacked male bear probably stayed in
 

natural habitat.However,the bear was presumed to roam down to human habitation areas because it
 

became senile,and then accidentally met a human to attack him.This was followed by intrusion into a
 

residential quarter to attack 3 more humans probably with its panic behavior.

Key words:Asiatic black bear,conflict;intrusion;accident
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